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二相ステンレス鋼の熱時効劣化挙動におけるスピノーダル分解の性質を評価するために、Fe-Cr 2 元系に

着目して、熱力学平衡計算を基礎においた相分離形成過程の理解を進めている。照射により発生しうる過

剰な空孔の影響を取り入れた動力学解析に移るためにまずは、空孔を保存量として取り扱った場合の熱力

学パラメータや拡散に対する影響を評価した。 
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1. 緒言 

原子炉容器内面クラッドや一次系配管の溶接部に用いられる二相ステンレス溶接金属は、長期間の運転

によりフェライト相が二相分離を起こすと共に G 相の析出との関係で熱時効脆化を起こすことが懸念され

ている[1]。しかし、照射量の影響を加味しながら実験的に熱時効脆化の挙動を確認するためには長期間の

試験が必要であり容易ではない。本研究では照射の影響を加味した二相ステンレス鋼における BCC相の二

相分離挙動を把握することを目的として、過剰空孔が存在すると仮定した状態での熱力学 Gibbs エネルギ

ーや拡散に対する影響の評価を行った。 

2. 計算方法 

実際に用いられている材料は多元系であるが、二相分離の挙動が Fe-Cr 間の相互作用に起因すると仮定

して、二元系に単純化した上で、空孔が熱平衡状態よりも過剰に存在すると仮定した状態での Gibbs エネ

ルギーの変化を空孔生成エンタルピーなど[2]から吟味し、相平衡状態の変化を検証した。さらに空孔が拡

散に及ぼす影響の評価を実験データ[3]を元に行った。 

3. 結果及び考察 

過剰な空孔が存在する Fe-Cr 2 元系において、空孔が導入されることで Cr量の少ない領域でスピノーダ

ル分解が起こる可能性示唆された。また拡散定数の Cr 量、空孔量依存性を明らかにし、動力学計算のため

の基礎物性パラメータとして利用できる目処をつけた。 
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